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令和８年５月 21 日（木） 午前 10 時 00 分から 

浜松市立曳馬小学校 

始業式、入学式の様子 ４月 



令和８年度 第 1 回 曳馬小学校運営協議会 ～はりはらの会～ 

  

１ 日 時  令和８年５月 21 日（木） 午前 10 時 00 分～11 時 30 分 

  

２ 会 場  曳馬小学校 多目的室 

 

３ 内 容   １ 会長挨拶 

       ２ 校長挨拶 

       ３ 自己紹介 

４ 副会長の指名 

５ 浜松市学校運営協議会規則確認 

       ６ 議長の選出 

７ 前回会議録確認 

       ８ 熟議 

(１)「令和８年度 学校運営の基本方針」について（校長） 

(２)「いじめ防止のための基本方針」について（校長） 

(３)「夢育やらまいか事業」について（教頭） 

          ９ 報告 

(４)「学校支援の在り方」について（主幹） 

(５) 昨年度の活動の報告（会長） 

10 連絡  

(１) 次回 ７月 24 日(金) 午後２時 00 分～３時 30 分 

(２) 次回の熟議内容の確認 

(３) 次回の議長の選出 
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会 ⾧      飯尾 忠弘 
委 員      川井 啓介 
委 員      中村 佐知枝
委 員      戸田 京子
委 員      荒巻 太枝子
委 員      鈴木 香代
委 員      山田 佳乃

オブザーバー

曳馬協働センター主任 伊藤 成明 
学 校

校 ⾧ 藤井 隆志 
教 頭 古橋 孝文 

主幹教諭（ＣＳ担当） 鈴木 謙誌 
CSディレクター 内堀 邦子 

学校運営協議会出席者名簿

学 校 運 営 協 議 会 委 員



今年度の計画（予定） 

 

第１回 学校運営協議会 ５月 21 日（木）午前 10 時 00 分～11 時 30 分 

熟 議 

(１) 令和８年度 学校運営の基本方針」について（校長） 

(２)「いじめ防止等のための基本方針」について（校長） 

(３)「夢育やらまいか事業」について（教頭） 

 

 

第２回 学校運営協議会 ７月 24 日（金）午後２時 00 分～３時 30 分 

熟 議 

(１)「学校経営評価」について（校長） 

(２)「教育課程」について（主幹） 

 

 

第３回 学校運営協議会 10 月 30 日（金）午後２時 00 分～３時 30 分 

熟 議 

(１)「学校評価」について（校長） 

（学校運営協議会自己評価アンケート送付 12 月末〆切） 

 

 

第４回 学校運営協議会 ２月５日（金）午後２時 00 分～３時 30 分 

熟 議 

(１)「学校関係者評価」について（主幹） 

(２)「来年度の学校運営の基本方針」について（校長） 

(３)「学校運営協議会自己評価」について（会長） 

 

 

※現時点の予定です。今後、変更になる場合があります。 
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令和７年度 第３回 曳馬小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

1 開催日時  令和８年２月６日（金） 午後２時 00 分から午後３時 50 分まで 

2 開催場所  曳馬小学校 多目的ホール 

3 出席委員  飯尾忠弘、荒巻太枝子、中村佐知枝、戸田京子、鈴木香代、山田佳乃 

4 欠席委員   川井啓介 

5 学  校   藤井隆志（校長）、古橋孝文（教頭）、鈴木正委（ＣＳ担当職員） 

内堀邦子（ＣＳディレクター） 

6 教育委員会    清水 悠（学校・地域連携課） 

7  傍聴者  ３人 

8 会議録作成者    内堀邦子（ＣＳディレクター） 

9 議長選出 

司会から議長の選出について委員に意見を求めたところ飯尾会長を推挙する旨の発言

があり、全員異議なくこれを承認した。 

10 協議事項  

（１）「学校関係者評価」について 

（２）「来年度の学校運営の基本方針」について 

（３）「学校運営協議会自己評価」について 

（４）「学校支援活動」について 

 

11 会議記録 

司会の古橋教頭から、委員総数７人のうち６人の出席があり、過半数に達しているため

会議が成立している旨の報告があった。 

 

（１）学校関係者評価について（鈴木主幹教諭・藤井校長） 

議長の指示により、鈴木主幹教諭から資料に基づき、児童・保護者・教職員による学校

関係者評価アンケートの結果分析と改善方針について説明があった。 

  児童・教職員の評価はほぼ全項目で向上し、学校運営の安定がうかがえる。 

  保護者評価が低下しているが、今年度から「分からない（評価不能）」の選択肢を増や

した影響と考えられる。 

  生活項目では昨年度課題であった「挨拶・言葉遣い」で改善傾向が見られる。課題は

「学習面」であり、特にタブレット端末の活用状況が保護者に伝わりきっていない点が

挙げられる。 

 

委員から以下の発言があった。 

  タブレット端末はどの程度、家庭に持ち帰っているのか。（荒巻委員） 

  タブレット端末を家庭に持ち帰っているが、親は具体的に何を学習しているのか確認

していない。（山田委員） 

  アンケート結果の数字に表われていない狭間にいる子供を救い上げていくことも大       

事。子供と親のコミュニケーションが不足しがちな現状を地域やＰＴＡで認識し、改善

していく必要がある。(戸田委員) 

  高学年は持ち帰りの頻度は高い。中学年は週末のみ持ち帰り、低学年は希望者が長期

休みに持ち帰る程度である。タブレットでの課題は子供だけで完結することが多く、親

が関わる場面が少ないのが実態である。（鈴木主幹教諭） 

  今年度はブログ等で学校活動の発信は強化しているが、アクセス数は全世帯の１/３
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程度。今後効果的な周知が必要。学校経営方針もＰＴＡへ発信していく。（藤井校長） 

  子供の安全を守る視点からも地域と学校の情報共有をさらに密にしたい。（中村委員） 

 

協議の結果、学校経営評価について全員異議無く承認した。 

 

（２）「来年度（令和８年度）の学校運営の基本方針」について（藤井校長） 

藤井校長より、資料に基づき令和８年度の学校経営方針（案）、グランドデザイン（案）

とキーワード「のびやか」についての説明があった。 

キーワードを「のびやか」とし、「自分らしく」「互いを認め合う」「やってみたい思い」

「自ら動く」姿を目指す。非認知能力（自信、思いやり）を土台とし、特別活動での主体

性を教科学習につなげていく。「やりたいこと（やってみたいこと）」に挑戦するための３

つの約束（好きなことをする、自分からする、人のためになることをする）を掲げ、令和

７年度からの方針は継続していく。 

 

委員から以下の発言があった。 

  令和８年度は今年度のものと融合した経営方針。（飯尾会長） 

  非認知能力（主体性）を育てるには家庭との連携が不可欠。親の意識転換も促す必要

がある。そこをどのように伝えていくか。（荒巻委員） 

  今の子供たちは自信をもちにくい傾向がある。大人が肯定的に関わり、成功体験を積

ませることが重要。ＡＩは否定をしないことから、チャットＧＰＴ等に依存しすぎてし

まうことが社会問題になっている。幼児期から主体性を持たせ、自己肯定感を育ててい

く必要がある。（飯尾会長） 

  昨年度に大幅な経営方針の変更があり、表現が抽象的だと感じたが、今回の説明で理

解できた。（戸田委員） 

  家庭での役割を教えて欲しい。（山田委員） 

  学校経営方針（案）を４月までにさらに磨き上げて完成させ、次回説明して欲しい。   

（飯尾会長） 

  

協議の結果、来年度の学校経営方針について全員異議無く承認した。 

 

「いじめ防止基本方針」の改定について（藤井校長） 

藤井校長より、資料に基づき令和７年度からの改定箇所について説明があった。 

  トラブル発生時、原則として子供が帰宅する前に保護者へ連絡することを明記する。 

  子供が嫌な気持ちを引きずらず、スッキリした状態で登下校できるよう組織的に対応   

する。 

  本校独自のフローチャートを作成し、教職員間の対応を具体化する。 

  軽微ないじめを学校に相談できるようにしている。学年が上がるにつれて大きくなり   

がちないじめを初期に対応している。 

 

（３）学校運営協議会自己評価について（飯尾会長） 

飯尾会長より資料に基づき学校運営協議会自己評価について説明があった。 

項目１「学校運営の基本方針について熟議すること」についての自己評価は概ね高評 

価であった。 

項目２「学校支援活動について熟議を進めることができたか」についての自己評価は、

８月の運営委員会が中止になり、支援活動についての熟議がアンケート後になってしま
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ったため、評価が低くなった。 

項目３「協議会での協議結果について、十分な情報発信を行ったか」については、委員

から以下の質問があった。 

  誰がどのように情報発信することを目指すのか教育総務課から教えてほしい。 

（戸田委員） 

  ＣＳだより、ＰＴＡへの発信、委員の身近な所への発信を想定している。 

（教育総務課） 

  目標値が分かっていなかったため、厳しい評価をした傾向がみられた。（飯尾会長） 

項目 4「今年度の評価を踏まえた来年度の目標」については、出た意見を基に定めた来

年度の目標について確認をした。 

 

協議の結果、学校運営協議会自己評価について全員異議無く承認した。 

 

（４）「令和８年度 学校支援活動（ボランティア）」について（鈴木主幹教諭） 

鈴木主幹教諭より、次年度のボランティア実施計画と募集案について以下の説明があっ

た。 

  学校のニーズに基づいた地域連携を大前提とする。 

  学習支援（家庭科の調理・ミシン、算数、書写）、図書室整備、環境整備、クラブ活動  

等の支援を想定。 

  ３月にボランティア登録の案内を配布・回覧し、新年度からのスムーズな活動開始を  

目指す。 

 

委員から以下の発言があった。 

  ボランティアの回数や人数について知りたい。（飯尾会長） 

  内容、回数、人数は別紙のとおり。クラブ活動の支援は、地域の方の特技を活かしや  

すい。募集の際に具体的な内容を提示できるよう調整したい。（鈴木主幹教諭） 

 

協議の結果、令和８年度 学校支援活動（ボランティア）について全員異議無く承認し

た。 

 

その他報告事項等 

  夢育やらまいか事業の予算について。地域連携を目的とした曳馬小学校地域連携表の

作成、ボランティアへの飲料用お茶代等、適正に予算を執行している旨の報告があった。

監査は２月末に行われる。 

  ＣＳ委員研修会（オンライン）の案内について。２月 25 日(水) 14:00〜 曳馬小にて

実施。 

  次回会議は、５月８日(金)10:20～11:30。その前に１年生を迎える会の参観を行う旨

の報告があった。 

  次年度（令和 8 年度）の会議予定： 

第 1 回： ５月 ８日(金)午前（９時 20 分から１年生を迎える会の参観含む） 

第２回： ７月 24 日(金)午後 

第３回：10 月 30 日(金)午後 

第４回： ２月 ５日(金)午後 



（様式１）
学校番号 （ 小 ・ 中 １３ ）

令和７年度 学校運営協議会自己評価表
浜松市立（  曳馬小  ）学校運営協議会⾧

＜本年度の目標＞

・地域や保護者との連携をさらに深め、学校行事や学習活動に地域の力を生かす体制を整え

る。

＜評価項目１＞　学校運営の基本方針について熟議することができたか。

⇒　ア　よくできた　　イ　できた　　ウ　あまりできなかった　　エ　できなかった
（理由）

・現状・目標・手立てが明確に示されたことで、委員や教職員、子供にとっても分かりやすい方針と

なり、学校が目指す方向性への理解が深まったから。

・協議会での熟議が、子供たちが主体的に運営する運動会などの成果につながり、教育目標である

「よろこびをつくりだす」姿として具現化されたから。

＜評価項目２＞　承認した学校運営の基本方針に沿った、教育活動の充実につながる学校支
援活動などについて熟議を進めることができたか。

⇒　ア　よくできた　　イ　できた　　ウ　あまりできなかった　　エ　できなかった
（理由）

・「目指す子供の姿」を軸に地域の役割を議論したことで、支援の重要性や協力体制の必要性

について共通認識をもつことができたから。

・算数ボランティアなどの成果はあったが、協議中止の影響もあり、学校教育目標と支援活動

を連動させた具体的な熟議や、学校が真に求める支援の実践には至りきらなかったから。

＜評価項目３＞　協議会での協議結果について、十分な情報発信を行ったか。

⇒　ア　充分に行った　　イ　行った　　ウ　あまり行わなかった　　エ　行わなかった
（理由）

・自治会、ボランティアグループ、放課後児童会、就学前施設など、それぞれの足場を活かし

て学校の改革姿勢やコミュニティ・スクールの活動を周知した。

・ＰＴＡ全体への周知には課題が残ったものの、花壇水やりボランティアの募集に反応がある

など、発信が具体的な協力行動につながる手応えを得られた。

＜評価項目４＞　今年度の評価を踏まえた来年度の目標

・学校支援コーディネーターの選任・配置を検討するとともに、ＰＴＡ活動の変化を見据え、

地域住民がより参加しやすくなるような活動事例の周知や仕組みづくりを推進する。

・学校の取組や子供たちの生活実態をより深く把握し、児童・保護者のニーズに合致した地域

独自のサポート体制を具体化・強化していく。





令和８年度 曳馬小学校 学校経営方針 

R8.4.1 

 ◇ 学校教育目標   未来をえがき のびやかに学ぶ 曳馬っ子 

 ◇ 目指す子供像  「やってみたい」に、進んで挑戦する子  

・「！よろこびをつくりだす」…(進んで「やってみたい」を叶えようとする)  

・「★よさをのばす」    …(自分の良さが分かり、自分を高める)  

・「＋力を合わせる」    …(互いの良さを活かし合い活動する)  

・「→これからをえがく」  …(目標を立て、進むべきプロセスを自ら選ぶ)  

 

１ 令和８年度の指針 

 ☆ 第４次浜松市教育総合計画との整合性の検証 

  ◎基本理念  描く夢や未来の実現 

         〇主体性   〇多様性・包摂性   〇信頼・協働 

※本校の活動や取り組みは、どのコンセプトを特に意識したものかを確認した上で実践する。 

 

☆ 教育活動の目標、目的の確認 学習推進 安心安全 連携協働 

  ◎令和８年度の「キーワード」は「のびやか」 

 

○「のびやかな学びの姿(のびやかに学ぶ姿)」を明確にして、共有する。 

   →すべての教育活動につながる姿(目標)になる。 

  ※「のびやか」 

＝「自分らしく やってみたい思い 自ら動く 互いに認め合う」 

 

  ◎令和８年度の「目指す子供像」は「『やってみたい』に、進んで挑戦する子」 

   →「目指す子供像」を具現化する取り組みを積み重ねることが、学校教育目標の達成へ近づ 

く拠り所となる。 

 

○学習(授業)等が、子供主体の活動であることを基本としているかどうかを再確認し、必要に 

応じて再構築する。 

※「何のために」「なぜ」を、一つ一つの活動について押さえ直すことで子供主体の活動へ 

の見直しを図る。 

※子供たちが出会う「ひと・もの・こと」に意識を向ける投げ掛けをする。  

 



☆ キャリア教育の推進 学習推進 安心安全 連携協働 

◎全活動の土台としての意識を持つことにより、子供観及び職員自身の自己理解を深める。 

〇曳馬小の子供たちに育てたい「基礎的・汎用的能力」の共有化 

 ※「曳馬っ子４つのめあて」の整理と確認 

※グランドデザイン ⇒ 全体計画 ⇒ 年間指導計画につながりを 

※育成の重点とする力の確認・検討 

〇児童の成長と変容を見通した年間指導計画の見直し 

※学年の児童に合わせた目標・活動の設定 

〇キャリア・パスポートの効果的な活用  

※「やりたいこと」を叶える特別活動を主軸に、総合的な学習の時間・生活科とともに 

 

 ☆「★よさをのばす」「＋力をあわせる」を特に意識した指導と支援 

…「自信」と「協働」  学習推進 安心安全 連携協働 

  ○「自信」を「もつ・深める」… 自分の良さと得意(自分らしさ)に気付き、誇りを抱く。 

〇「互いに認め合う」… 他者との交流により「自信」を深める。 

〇「協働」… 目標達成に向け「自分らしさ(良さ・得意)」を発揮する。 

※「自己理解」の先に、「他者理解」と「認め合い」があることを意識して、子供一人一人 

の「★よさをのばす」の育成を図る。→それが「＋ちからをあわせる」の伸長につながっ 

ていく。 

   ※自分への自信が深まり、他者との協働の意識が高まれば、それが「！よろこびをつくりだ 

す」活動や取り組みの質が向上するとともに、「→これからをえがく」際に、より具体的 

に、より見通しを持った目標設定をすることができるようになる。 

※友達の良さ、集団の良さに気付き、認め合えるような働き掛けを意識的に積み重ねる。 

※特別活動での取組において、共感・協力・協働の場面がより多く必要となるように仕掛け 

る。基本は「みんなが納得する話合い」の積み重ね。真剣な話合いは「やりたい」という 

主体性が生み出すものであると捉え、より質の高い「話合い」を目指す。 

   ※「よろこび学習(総合的な学習の時間)」・「生活科」においては、それぞれの児童が自ら 

の思いを大切にしながら学びに向かうことにより、個の良さや持ち味が活かせる学習を進 

める。(「個別最適な学び」と「協働的な学び」) 

※ピア・サポートや SST(ソーシャル・スキル・トレーニング)の実践を取り入れ、教職員は、 

その考え方を基本にしてより良い人間関係づくりを進める。 

 

 ☆ 教科学習の充実  学習推進 

  〇資質・能力を確実に身に付ける授業改善 

     →資質・能力を育成する単元づくり 

     →「何のために」「なぜ」を明確にし、「やりたい・知りたい」があふれる教科学習 

  ※ 「主体的・対話的で深い学び」の実践を進める。 

   ※ これまで進めてきた授業を、より「子供主体」となるように意識して再構築する。 



  ※ 「特別活動」及び「総合的な学習の時間」、「生活科」を核に据え、それらとのつながり 

を捉え、子供たちの学びの深まりと成長や伸長を図る教科横断的な学習への挑戦 

※「社会とつながる学び」「将来につながる表れ」の意味付け・価値付け(キャリア教育) 

  ※「教科担任制」の緩やかな実施 

  

☆ 地域とのつながりの見直し（保護者・地域とともに…ＣＳの有効活用） 

 連携協働 

◎「相互利益」が生まれる関係(Win-Win)を目指した活動の推進 

◎教員と学校運営協議会のつながりの構築 

※教員の学校運営協議会への参加(ＣＳへの理解を深める第１歩に) 

〇ＰＴＡ、ボランティア、地域の方々と連携した人材活用 学習推進 

〇組織、担当の見直し、調整を進める。※令和９年度に第３期スタート(あせらず、あわてず) 

 ※学校支援コーディネーターの選定、依頼 

 

 ☆ 積極的な教育実践や成果の発信 学習推進 連携協働 

  〇保護者の教育活動への理解を深め、信頼・信用につなげる。 

〇活動の意図、学校や教師の願い、子供の育ちの伝達。 

※アウトプットを意識した活動の立案、展開、子供の見取り、評価、振り返り 等 

〇保護者や地域のキャリア教育推進への理解と協力を図る。 

〇教師の力量アップに活用 

※授業力、企画力、児童理解力、発信力、情報収集力 等 

  〇分掌担当視点での発信(教務、生徒指導、特活、道徳、教科主任 等) 

※職員各自が、様々な形で児童の育成や学校運営に寄与している意識を高める。 

 

☆ タブレット等、教育機器の活用（教育の情報化） 学習推進 

  〇情報モラル教育の充実 ※タブレットの持ち帰り・活用 

  〇「どの活動で」「何に」「どこで」「どのように」使えるか。 

※さらなる情報収集、情報共有をする。先進校に学ぶ。 

  ○教育活動を効果的・効率的に進めるための「ツール」の１つとして使う。 

  ○「児童の力」を高めるだけでなく、「教師の力」も高まる活用を進める。 

※「生成ＡＩ」を活用する実践についても、少しずつ意識を高めていく。 

 

☆ 継続探求 学習推進 安心安全 連携協働 

  ○より効果的な形を目指して、できる範囲で実践を重ねる。 

   ①評価(業者テストに頼らない方法) 

   ②家庭学習(方法・内容 等) 

   ③担任ローテーション 

   ④縦割り活動(なかよし活動・委員会活動) 

   ⑤スタートカリキュラム 

 



 ☆ 働き方改革の推進（早くても７時、遅くても７時） 連携協働 

〇短時間でより良い成果を上げる方法の探求。（計画性、協力体制、優先順位等） 

〇「思いやり(認め合い・支え合い・励まし合い・助け合い)」を基盤とした、「やりがい」と 

「働きがい」が感じられる業務遂行や職場の創造を目指す。 

※踏ん張るべき時、力を入れるべき時は、必要に応じて協力体制を整えながら、全職員の総 

意と力を結集して緊急課題の解決に取り組めるチームを構築する。 

 

 

３ 令和８年度の教育方針(目指す子供の姿・重点目標)  

 

  「★よさをのばす」と「＋力をあわせる」の伸長に重点を置いた  

 

キャリア教育 の浸透と充実を図りながら 

 

「やりたいこと」に、進んで挑戦する子 を育むことを目指し 

 

子供たちが  主体的・対話的で深い学び を積み重ねていけるよう、 

 

教科学習 と 特別活動 ・よろこび学習(総合的な学習の時間)・生活科の往還を意識した 

 

学習推進 を柱に 

 

のびやか(自分らしく/やってみたい思い/互いを認め合う/自ら動く)な学びの姿を具現化する 

 

教育活動を展開していく。 

 

 ※「やりたいこと」… まずは「自分のために」そして、「誰かのために」「みんなのために」 

  ・みんな … 子供、教職員、保護者、地域の方々 等 (チーム曳馬小) 

 

※学校生活では、「やりたいこと」に進んで挑戦するための約束を、次の３点とする。 

➀好きなことをする。 ②自分から進んでする。 ③人のためになることをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 教職員の心構え 

 

 

 

◎ 子供の特性やニーズを的確に捉えることで、その子の「自分らしさ」を受け止めるとともに、

保護者の思いや願いを踏まえて、個に寄り添う教育をする。安心安全(発達支援教育の理念) 

 

◎ 全ての子供が、「自分は見守られ、支えられている」「自分は大切にされている」という安

心感と、仲間や教職員のおかげで「頑張れた」「楽しい学びがあった」という満足感を得られ

る教育をする。学習推進 安心安全 

※できるだけ単独ではなく、様々な活動や学年、人とのつながりを生かして満たしていく。 

※子供を疑問、不満、悩み等、負の思いを抱えたままで下校させない。 

  ※正しい規範意識に基づいた言動及び真の愛情と情熱が伝わる指導・支援を通して、子供に 

「信頼できる大人」として認められるよう努める。 

 

 ◎子供たちが自他の命(体・心)を、自ら守れる力を育む教育をする。学習推進 安心安全 

  ※子供自身の将来にわたる自律的な生活態度・習慣の定着を図る。 

  ※子供が「自分の命を自分で守る」ための知恵とスキルを習得する。 

  ※生涯にわたって運動に親しみ、健康への関心を深める体育的活動や保健学習の推進する。 

 

 ◎ 常に、専門性と指導力を磨き続けることで、一人一人の良さや能力を引き出し、確実に子供 

を伸ばす教育をする。学習推進 安心安全 

※ 科学的に、論理的に、計画的に 

  ※ 「いつ・どこで・だれを・なにで・どのように」伸ばすか？（「なぜ」の押さえも） 

  ※ 子供が「やりたいこと」を、教科学習はもちろん、特別活動や日常生活等の中で表出でき 

るように仕掛けをし、その実現に向かうプロセスをサポートすることで、子供の「自己理解」 

や「他者理解」、「主体的な学び」へとつなげていく。 

  ※ 「互いを認め合う」ためには、まず「自分を大切に思えること」が大切。自己肯定感や自

己有用感の構築・向上を図りながら、他者の良さに気付かせる取組を進めていく。  

 

◎ カリキュラムマネジメントの視点から、自らの分掌や担当している活動の意義・役割を捉 

え、よりよい支援・指導を追求することで、「やりがい」が感じられ、互いを高め合う実 

践をする。(見通し、振り返り、つながり) 学習推進 安心安全 連携協働 

※単独ではなく、様々な「ひと・もの・こと」とのつながりを意識して計画・実践する。 

 

◎ 関係諸機関との連携を密にすることで、それぞれの良さと持ち味を生かして、子供たちの

環境をよりよく整える。 安心安全 連携協働 

 

○ＩＣＴを活用することにより、教育の情報化とともに「個別最適な学び・協働的な学び」を機 

能させた質の高い教育を目指す。学習推進 

 ※ 計画的な情報モラル教育の推進 ※ 生成ＡＩの学びにおける可能性を探る  

 ※ 効果的・効率的な業務の推進(よりよい取組は共有し、組織としての力に変える) 

☆一人一人のウェルビーイングの向上を目指す。 
子供たちはもちろん、教職員自身、保護者、地域の方々等、子供たちに関わる全ての

人それぞれのウェルビーイングの向上を意識し、追求していく。 
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【
安

 心
 安

 全
】

①
み

ん
な

が
心

地
よ

い
学

校
生

活

・
思

い
や

り
・

規
範

意
識

の
涵

養
と

自
尊

感
情

の

高
揚

・
多

様
性

、
包

摂
性

を
大

切
に

す
る

学
級

風
土

の

醸
成

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

リ
テ

ラ
シ

ー
の

向
上

・
あ

い
さ

つ
の

習
慣

化

【
学

 習
 推

 進
】

③
子

供
主

体
の

特
別

活
動

・
自

発
的

、
自

治
的

で
創

意
工

夫
あ

ふ
れ

る
活

動

や
行

事
の

充
実

・
学

級
、

学
年

を
超

え
て

つ
な

が
る

よ
り

よ
い

人

間
関

係
づ

く
り

③
温

か
で

細
や

か
な

個
別

支
援

・
児

童
の

困
り

感
を

チ
ー

ム
で

解
決

す
る

発
達

支

援
、

登
校

支
援

・
い

じ
め

防
止

基
本

方
針

に
基

づ
く

適
切

な
対

策
・

対
応

※
「

評
価

」
は

「
そ

う
思

う
」

「
や

や
そ

う
思

う
」

の
割

合
 

 
※

「
比

較
」

は
昨

年
度

と
の

比
較

児
童

の
評

価
保

護
者

の
評

価
教

職
員

の
評

価
自

己
評

価
の

分
析

・
考

察

①
探

究
・

創
造

進
ん

で
「

知
り

た
い

」
「

や
っ

て
み

た
い

」
を

か
な

え
る

こ
と

が
で

き
る

令
和

７
年

度
 

曳
馬

小
学

校
評

価

【
連

 
携

・
協

 
働

】

①
資

質
・

能
力

を
確

実
に

身
に

付
け

る
授

業

改
善

・
資

質
・

能
力

を
育

成
す

る
単

元
づ

く
り

・
見

方
・

考
え

方
を

働
か

せ
る

深
い

学
び

・
個

別
最

適
な

学
び

と
協

働
的

な
学

び

②
自

立
し

生
活

を
豊

か
に

し
て

い
く

生
活

科

・
「

知
り

た
い

、
や

っ
て

み
た

い
」

を
実

現
す

る
活

動
や

体
験

・
他

教
科

や
上

下
の

発
達

段
階

の
学

び
と

の
滑

ら
か

な
接

続 ②
探

究
的

に
取

り
組

む
 よ

ろ
こ

び
タ

イ
ム

・
問

題
解

決
的

な
活

動
が

発
展

的
に

繰
り

返
さ

れ
る

探
究

学
習

の
確

実
な

実
施

・
各

教
科

で
身

に
付

け
た

資
質

・
能

力
と

の
関

連
付

け

②
自

他
を

大
事

に
す

る
健

康
・

安
全

指
導

・
基

本
的

生
活

習
慣

（
早

寝
・

早
起

き
・

朝
ご

飯
）

の
定

着

・
命

・
心

・
体

を
守

る
知

恵
と

術
の

習
得

・
運

動
す

る
楽

し
さ

を
味

わ
え

る
活

動
・

環
境

の
工

夫

【
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
よ

り
】

・
児

童
、

教
職

員
の

評
価

は
、

ほ
ぼ

全
て

の
項

目
で

数
値

が
上

が
っ

た
。

安
定

し
た

学
校

運
営

の
結

果

と
捉

え
ら

え
る

。
一

方
、

保
護

者
の

評
価

は
、

反
対

に
ほ

ぼ
全

て
の

項
目

で
下

が
っ

た
。

こ
れ

は
、

今

年
度

よ
り

「
評

価
不

能
」

の
選

択
肢

を
増

や
し

た
影

響
が

大
き

く
出

た
と

考
え

る
。

・
全

体
で

見
る

と
、

生
活

の
項

目
の

数
値

が
他

と
比

べ
て

高
く

、
な

か
で

も
「

規
範

意
識

」
の

数
値

が

高
い

。
昨

年
度

、
課

題
で

あ
っ

た
「

あ
い

さ
つ

・
言

葉
づ

か
い

」
に

つ
い

て
は

改
善

が
見

ら
れ

た
。

・
全

体
で

見
る

と
、

学
習

の
項

目
の

数
値

が
他

と
比

べ
て

低
い

。
た

だ
し

、
昨

年
度

よ
り

も
数

値
自

体

は
上

が
っ

て
い

る
も

の
が

多
く

、
「

の
び

や
か

な
学

び
」

を
テ

ー
マ

に
資

質
・

能
力

の
育

成
に

取
り

組

ん
で

き
た

成
果

と
も

言
え

る
。

【
全

国
学

力
調

査
の

結
果

よ
り

】

・
国

語
科

・
算

数
科

・
理

科
の

３
教

科
そ

れ
ぞ

れ
全

国
平

均
を

上
回

っ
た

。
各

教
科

「
知

識
・

技
能

」

「
思

考
・

判
断

・
表

現
」

ど
ち

ら
も

数
値

が
高

か
っ

た
。

・
質

問
紙

で
は

、
６

割
以

上
の

項
目

で
全

国
平

均
を

上
回

る
肯

定
的

な
回

答
が

得
ら

れ
た

。
特

に
、

「
学

習
習

慣
」

「
自

己
有

用
感

」
「

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

学
習

状
況

」
で

肯
定

的
な

意
見

の
割

合
が

高

か
っ

た
。

【
い

じ
め

対
応

】

・
「

い
じ

め
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

年
３

回
実

施
し

、
い

じ
め

に
対

し
て

積
極

的
な

認
知

を
し

て
い

る
。

生

徒
指

導
主

任
を

中
心

に
、

早
期

発
見

、
早

期
対

応
を

心
掛

け
、

子
供

た
ち

や
保

護
者

と
の

共
有

が
で

き

て
い

る
。

②
自

尊
・

個
性

伸
⾧

自
分

の
よ

さ
が

わ
か

り
、

自
分

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

③
協

働
・

共
生

友
達

や
周

り
の

人
と

力
を

合
わ

せ
て

活
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

④
目

標
選

択
目

標
を

立
て

、
進

む
べ

き
プ

ロ
セ

ス
を

自
ら

選
ぶ

こ
と

が
で

き
る

➄
学

習
「

勉
強

し
て

よ
か

っ
た

」
「

勉
強

は
お

も
し

ろ
い

」
と

思
っ

て
い

る

⑥
学

習
自

分
の

考
え

や
思

い
を

も
ち

、
そ

れ
を

表
そ

う
、

伝
え

よ
う

と
し

て
い

る

⑦
学

習
学

ん
だ

こ
と

を
生

活
で

生
か

し
た

り
、

さ
ら

に
深

く
自

分
で

調
べ

た
り

し
て

い
る

➈
生

活
学

校
で

は
楽

し
く

安
心

し
て

生
活

し
て

い
る

⑩
生

活
学

校
の

決
ま

り
や

大
人

や
友

達
と

の
約

束
を

守
り

、
マ

ナ
ー

よ
く

生
活

し
て

い
る

⑧
学

習
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
守

り
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
型

端
末

を
学

習
に

生
か

し
て

い
る

⑪
生

活
気

持
ち

の
よ

い
あ

い
さ

つ
や

返
事

、
言

葉
づ

か
い

が
で

き
て

い
る

⑫
生

活
早

寝
・

早
起

き
・

食
事

な
ど

自
分

の
健

康
に

気
を

つ
け

て
生

活
し

て
い

る

⑬
生

活
自

分
か

ら
進

ん
で

運
動

や
体

力
つ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
る

⑭
教

職
員

（
姿

勢
）

先
生

方
は

子
供

た
ち

の
よ

さ
や

頑
張

り
を

大
切

に
し

て
い

る

ピ
ン

ク
色

→
数

値
の

高
い

も
の

（
５

つ
）

 
水

色
→

数
値

の
低

い
も

の
（

３
つ

）

⑮
教

職
員

（
姿

勢
）

先
生

方
に

安
心

し
て

相
談

で
き

る

⑯
連

携
学

校
と

家
庭

は
必

要
な

情
報

が
共

有
で

き
て

い
る


